
令和 3 年度都市計画演習 6 班 最終発表 

レインブーツ＆スターリースカイ 
⿑藤脩 ⽥村侑介 遠藤友咲 国松みなみ 笹⽊重聖 ⾼⼭⾶勇吾 鳩⾙優太 

担当教員：松原康介 TA：井尻俊介 
 
1 背景と⽬的 
 1963 年に、東京の過密対策と⾼⽔準の研究・教育
を⾏うための拠点の形成を⽬的に、筑波研究学園都
市の建設が閣議決定された。建設間もない学園都市
について、「⻑ぐつと星空」という⽂献には、以下の
ような記述があった。建設間もない学園都市は道路
が舗装されておらず、道は泥でぬかるみ、移動のため
に⻑ぐつは必須であった。⼀⽅、街には街灯が無く、
太陽が沈めば辺りは闇に包まれ、夜空を⾒上げれば
東京では決して⾒られない満天の星がきらめいてい
た。 
 本書には、完成間もない学園都市に移住した⼈々
の驚くべき⽇常が記されている。例えば、「⽣ゴミは
松林に掘った⽳に埋めていた」、「夜は⽉明り以外は
懐中電灯が頼り」という記述がある。現在この地に暮
らす我々には想像もつかないことである。また、学園
都市に移り住んだ「新住⺠」と、以前から周辺の集落
で暮らしてきた「旧住⺠」の対⽴も描かれている。旧
住⺠は「学園は、皆どこの⾺の⾻か分からない」、「浮
草みたいなものだから」、「博⼠はバカセよ」などと新
住⺠を揶揄して⾔った。 
 筑波研究学園都市が⽬指した都市像は何だったの
か。今⽇、我々が⾜を踏みしめる筑波研究学園都市の
誕⽣の陰に隠された、周辺住⺠たちの声なき声を探
る。 
 
2 調査⼿法 
2-1 ⽂献調査 
 「⻑ぐつと星空」に加え、筑波研究学園都市に関す
るさまざまな⽂献や、YouTube の動画資料などから
住⺠の声を集め、当時の状況を知る⼿がかりとした。 

2-2 年表作成 
 ⽂献調査の過程で、筑波研究学園都市に関する出
来事をまとめた詳細な年表を作成し、筑波研究学園
都市建設の歴史を把握した。 
2-3 聞き取り調査 
 筑波研究学園都市の建設以前からこの地域に住む
⼈々や、学園都市建設を機に筑波に越してきた⼈々
へのインタビューを⾏った。本調査では、つくば市内
各地区を実際に歩き、調査
に応じてくださった街の
⼈々にお話を伺った（図 

1）。聞き取りにあたって、
①学園都市建設にあたっ
ての⼼境の変化、②学園都
市建設に伴っての地区の
変化、③学園都市と地区の
今に⾄るまでのつながり、
④新旧住⺠の交流の４項
⽬を話題として調査を進
めた。 
 
3 調査結果 
3-1 筑波研究学園都市の成⽴と反対運動 
 学園都市の建設以前は、現在のつくば市にあたる
地域は、数々の農村集落が存在し、6 つの町村に分か
れていた。学園都市建設前から、この 6 か町村に住
む旧住⺠は、まだ都市整備や開発が進んでいない農
村地域の「つくば」に新しい国家プロジェクトである
学園都市ができることに期待もあったようだ。⼀⽅
で、学園都市建設を機につくばに移転してくる新住
⺠が多くいることや、既存の集落での⽣活が農地の
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1 北条地区
2 ⽟取・⼤曽根地区
3 栗原地区
4 上ノ室地区
5 苅間地区

図 1 取材場所 



買収によって失われてしまうのではないか、という
不安を持つ声もあり、反対運動も起きた。 
3-2 錯綜する都市の理想 
 北条地区で住⺠インタビューを⾏った際に、「『均
衡のとれた⽥園都市』というスローガンを聞いて、周
辺と調和した都市ができると思っていた」という証
⾔が得られた。この「⽥園都市」という⾔葉が住⺠に
浸透していくまでに、どのようなことがあったのか。 
 1961 年に筑波研究学園都市の建設が閣議決定さ
れた。計画では、「機能上必ずしも東京都の既成市街
地に置くことを要しない官庁」を集団移転するもの
とした。加えて、研究施設を集約させて科学技術⼒の
向上を⽬指した。これが、「研究学園都市」構想であ
る。この構想においては、「⽥園都市」という⽂⾔は
使われていない。 
 ⼀⽅、その頃、茨城県は、農村地域の⽣活環境改善
を⽬指す、「⽥園都市建設事業」という政策に取り組
んでいた。政策名に「⽥園都市」とつくが、内容は農
村地域のインフラ整備事業である。ここで、「⽥園都
市論」の考案者である 19世紀の都市計画家のハワー
ドは、都市と農村の利点を組み合わせた職住近接型
の都市を「⽥園都市」と称した。つまり、茨城県の「⽥
園都市建設事業」では、ハワードの⾔う「⽥園都市」
と異なる意味でこの⾔葉が使われていた。国の「研究
学園都市」構想と県の「⽥園都市建設事業」、全く異
なる⼆つの事業が同時にこの筑波地域で⾏われてい
ようとは住⺠たちは思いもよらず、やがて⼆つの事
業は混濁した。 
 学園都市建設の歴史において重要な⼈物が藤沢勘
兵衛である。彼は栄村、桜村の村⻑を務め、学園都市
構想において住⺠の束ね役を担った⼈物である。彼
は⾃伝に、「私は国の筑波研究学園都市の構想の本質
も、（中略）⽇本に近代的なまったく新しい発想の⽥
園都市を創るものだ、ととらえたのです」と記してい
る。藤沢を先頭に、「『⽥園都市』の建設」は住⺠たち
の共通認識となっていく。 
 時を同じくして、学園都市のマスタープラン作成
に携わった公団の都市計画家である⼟肥博⾄はマス

タープランにハワードの⽥園都市の思想を取り⼊れ
る。藤沢はこれを⾒て「建設されるのは⽥園都市であ
る」という認識を確たるものにしていく。 
 1970 年に筑波研究学園都市建設法が成⽴し、「均
衡のとれた⽥園都市」という⽂⾔が初めて取り⼊れ
られる。住⺠たちは新都市への希望を「⽥園都市」と
いう⾔葉に託し、それが正式なスローガンになった
瞬間であった。 

 
3-3 「⽥園都市」の現実 
 こうして学園都市が発展していく⼀⽅で、周辺地
域は衰退していった。北条地区の住⺠は、「まちが開
発から無視されている感覚を持った」、「周辺地域は
発展に置いていかれた感覚がある」と語った。また、
葛城地区の住⺠は「開発の対象でない地域との差が
広がりさびれた地域と『都会化』した地域の差を感じ
ることもあった」と語った。学園都市に新しく越して
きた⼈々も、予想と違う都市での⽣活に⼾惑ってい
た。⻑ぐつと星空には、「知性と科学の街、世界に誇
る⽇本の研究学園都市ならば、図書館が建設される

年 出来事 

1961 研究学園都市の建設を閣議決定 

1963 研究学園都市を筑波に建設することを閣議決定 

1970 筑波研究学園建設法の成⽴ 

1971 研究学園建設にあたっての⽤地買収がほぼ終了 

1972 ⽵園地区の公務員宿舎に⼊居開始 

〃 移転機関第 1 号である無機材料研究所の業務開始 

1973 筑波⼤学開学 

1979 施設が概成し、都市の基礎機能や幹線道路がほぼ完成 

1980 当初予定された 43 機関の移転の完了、研究学園地区の概成 

1981 常磐道 柏-⾕⽥部 間開通 

1985 常磐道が東京と直結 

〃 筑波科学万博の開催 

1987 筑波鉄道廃⽌ 

〃 ⼤穂町・豊⾥町・⾕⽥部町・桜村が合併し、つくば市発⾜ 

1988 筑波町がつくば市に編⼊ 

1999 新住宅市街地開発や区画整理の終了 

2002 茎崎町がつくば市に編⼊ 

2005 つくばエクスプレス開業 

2006 圏央道 つくば⽜久-阿⾒東 間開通 

表 1 筑波研究学園都市に関する年表 



のは時間の問題だと思っていたのです。あれから、も
う⼋年経ちました。その間に次々と⽴派な施設が建
設され、街はすっかり様変わりし、⻑靴も必要でなく
なりましたが、依然、公共図書館はありません」とい
う証⾔もある。 
 このように、開発段階の学園都市では都市機能が
⼗分でなく、新住⺠の都市的な⽣活への期待は叶わ
なかった。現実の研究学園都市は、住⺠たちが期待す
るものとかけ離れたものであった。 
3-4 物理的な「分断」 
 学園都市周辺の住⺠へのインタビューでは、「学園
都市ができたことで⽣活がかえって不便になった」
という声が聞かれた。これは、都市ができることで⽣
活が豊かになるという⾃然な発想とは⽭盾する。何
が起こったのだろうか。 
 苅間集落の住⺠からは、「学園都市建設に伴う道路
開発により、従来の『線』が⼨断され、⾏き来がしに
くくなった」という声を聞いた。学園都市建設の前、
苅間は東⻄と南北を結ぶ道路が交わる場所で、⼤曽
根、北条、⾕⽥部などのさまざまな集落と直接⾏き来
をすることができた。しかし、学園都市の建設に伴っ
て、北、南、東に向かう道路は苅間集落の近くで学園
都市内部に取り込まれ、消滅していった。 
 学園都市建設以前の筑波地域は、各集落とそれを
つなぐ街道によって線で結ばれた経済圏が形成され
ていた。学園都市の建設に伴って建設された新道は、
学園都市から⼟浦や⽜久といった隣町への移動を容
易にした⼀⽅、古くから学園都市周辺に位置した集
落どうしの交流を妨げた。また、学園都市の建設によ
って⾞の移動に適した道路ばかりになり、徒歩での
移動はかえって不便になったという声もあった。昔
からの⽣活道路が新道によって分断されている箇所
は数多く存在する。新道の建設が、かつてから存在し
た⼈々の移動の妨げになってしまったのだ。 
3-5 ⼼理的な「距離」 
 旧住⺠の中には学園都市のことを「学園」と呼び、
⾃⾝の住む地域とは区別している⼈がいる。そして
栗原地区の⽅々へのインタビューでは、その多くが

「学園建設はあまり関係がなかった」という感想を
持っていた。筑波⼤学からわずか２kmほどの場所に
位置し、⾃⾝も⼤学へ働きに出ていたにも関わらず、
である。また、⽂献には、「ただの外⼈だって⾒なか
ったのに、この頃は外国の⾸相まで続々お出でにな
り」という記述もあった。そしてその「⾃分たちとは
かけ離れている」という感覚は、町のみならずそこに
住む新住⺠に対してもあったようだ。旧住⺠は「我々、
インディアンは……」という⾃虐的な物⾔いをした
り、新住⺠らとの⾔葉の違いから、彼らとの交流に抵
抗を感じたりしていた。 
3-6 新旧住⺠の交流 
 ⽂献調査から、住⺠と旧住⺠の桜村の朝市での交
流の様⼦がわかった。当時の新住⺠は⼟浦へ買い物
に⾏っていたが、そのうちに農家で採れた農作物を
学園で売る話が出る。そして農家が、農園で取れた野
菜を学園の住宅街に並べた。ここから桜村での朝市
が始まった。この朝市は新旧住⺠を結ぶものとなっ
た。また、新住⺠が農作業や⼦豚の飼育を⼿伝ってい
たという記録もある。新旧住⺠の⼦供が通った九重、
葛城⼩学校では⼦供たちが⼤⼈よりも早く打ち解け
ていった事が記録されている。また、地域住⺠へのイ
ンタビューでは、新住⺠と旧住⺠は互いに関⼼を持
っていて断絶感はなく、まつりや PTAなどが⾃然と
交流が⽣まれる場となっていたほか、筑波⼤学の教
授が⾏う稽古・講座が住⺠たちの交流の機会になっ
ていたという話もあった。 
 朝市での交流や、まつりや PTAの活動、さらには
稽古や講座を通した交流の中に、学園都市の住⺠を
新たな仲間として受け⼊れようとする旧住⺠、そし
て筑波地域を新たなふるさととして、馴染もうとす
る新住⺠の努⼒をうかがうことができる。 
 
4 考察 
 様々な主体の思惑が交錯することで肥⼤した学園
都市の「理想」と、実際に作られた「学園都市」はあ
まりにもかけ離れていた。また、学園都市成⽴の裏側
には、筑波地域に住まう⼈々のたゆまぬ努⼒があっ



た。学園都市に移住した住⺠はこの地を新たなふる
さととし、地域に馴染むために様々な活動を⾃分た
ちで興した。周辺に古くから住まう住⺠もまた、慣れ
ない⼟地で奮起する彼らを⾒て、新たな住⺠として
受け⼊れることを選んだ。学園都市を作ったのは、住
⺠たちであった。 
 星空のように⾼く掲げられた都市の輝く理想に対
して、現実という⾜元は重く冷たい泥でぬかるむ。そ
れでも⼈々は⻑ぐつを履いて歩んでいく。「⻑ぐつと
星空」、それは筑波研究学園都市が辿った歴史の記憶、
そのものである。 
建設から半世紀以上の歳⽉を経た都市は今も、「まち
をつくる」ことの本当の意味を我々に問いかけてい
る。 
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